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感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する 

法律施行規則の一部を改正する省令の施行等について 

 

 

今般、感染症法施行規則の一部を改正する省令が公布され、これに伴い感染症法第

１２条第１項及び第１４条第２項に基づく届出の基準等も一部改正されました。 

今回の改正の概要は、インフルエンザ患者を診断し、当該患者が入院を要する場合

には、指定届出医療機関のうち都道府県知事が指定するもの（いわゆる基幹定点）の

管理者は、当該患者に係る年齢、性別、集中治療室及び人工呼吸器の使用の有無並び

に脳波検査その他急性脳症の発症の有無を判断するために必要な検査の実施に関す

る事項の有無について、都道府県知事に届け出なければならないこととし、これによ

り、いわゆるインフルエンザ定点において従来からのサーベイランスを行うとともに、

基幹定点において、入院患者についてのサーベイランスを行うとしたことです。 

つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知のうえ、貴会管下郡市区

医師会、関係医療機関等に周知方ご高配の程よろしくお願い申し上げます。 
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健感発0729第1号
平成23年7月29日

社団法人　日本医師会

　感染症危機管理対策室長殿

厚生労働省健鯛裂齢聾

　　結核感染症課

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律施行規則の一部を

改正する省令の施行について（施行通知）

　標記について、今般、別添（写）のとおり、厚生労働省健康局長より各都道府県知

事、政令市長及び特別区長あて通知したところであります。

　つきましては、都道府県医師会及び貴会会員への周知について、特段のご配慮方よ

ろしくお願いいたします。



｝．

健発0729第3号
平成23年7月29目

各

都道府県知事

政令市市長
特別区区長

殿

　　　　　　　　』1｝》…㌧、㌃』で驚1こ冨
厚生労働省健康局軽豹1。、、一，，

　　　　　　　　1こ二：比…一｝　一’！r一一1
　　　　　　　　　　　　　｝

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律施行規則

の一部を改正する省令の施行について（施行通知）

　感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律施行規則の一部を改正する省

令’（平成23年厚生労働省令第97号）が本日公布されたところ、今回の改正の概要等は下．

記のとおりであるので、内容を十分御了知の上、関係者への周知徹底を図り、その実施に

遺憾なきを期されたい。

記

1　感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律施行規則の一部を改正する

　省令について

（1）改正の概要

　　　インフルエンザ患者を診断し、当該患者が入院を要する場合には、指定届出医療

　　機関のうち都道府県知事が指定するもの（患者を300人以上収容する施設を有する

　　ものであって、その診療科名中に内科及び外科を含むものに限る。いわゆる基幹定

　　点（以下r基幹定点」という。）を指す。）の管理者は、当該患者に係る年齢、性

　　別、集中治療室及び人工呼吸器の使用の有無並びに脳波検査その他急性脳症の発症

　　の有無を判断するために必要な検査の実施に関する事項の有無について、都道府県

　　知事に届け出なければならないとしたこと。これにより、インフルエンザについて

　　は、いわゆるインフルエンザ定点において従来からのサーベイランスを行うととも

　　に、基幹定点において、入院患者についてのサーベイランスを行うこととなる。

　　　なお、基幹定点は診療科名中に内科を含むことから、感染症の予防及び感染症の

　　患者に対する医療に関する法律施行規則（平成10年厚生省令第99号）第6条第1



項の表の2の項の下欄で定めるr診療科名中に内科又は小児科を含む病院又は診療

所」に法解釈上含まれるため、今般の改正において同表に新たな規定は設けていな

い。

（2）施行期日

　　平成23年9月5目から施行するものとしたこと。ただし、指定届出機関の指定に

　ついては、公布の日から施行するものとしたこと。

2　感染症発生動向調査事業

　感染症発生動向調査事業実施要綱（平成11年3月19日付け健医発第458号）につい

て別添（新旧表）のとおり改めることとしたこと。

　　この実施要綱の改正は、平成23年9月5日から施行するものとしたこと。ただし、指

定届出機関の指定については、公布の目から施行するものとしたこと。



感染症発生動向調査事業実施要綱新旧対照表
1
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感染症’発生動向調査事業実施要綱

（略）第1～4

事業の実施第5

（略）1～2

定点把握対象の五類感染症3
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1
日新

保健所管内人口 定点数

～7，5万人 1

7．5万人～12．5万人 2

12，5万人～ 3＋（人ロー12．5万人）／10万人

③～④（略）

⑤　対象感染症のうち、第2の（94）から（101）までに掲げる
　ものについては、対象患者がほとんど入院患者であるため、
　患者を300人以上収容する施設を有する病院であって内
　科及び外科を標榜する病院（小児科医療と内科医療を提供
　しているもの）を2次医療圏域毎に1カ所以上、基幹定点
　として指定すること。

（略）（3）

（略）（4）

（略）4～6
（略）第6

保健所管内人口 定点数

～7．5万人 1

7．5万人～12．5万人 2

12．5万人～ 3＋（人ロー12．5万人）／10万人

　なお、基幹定点における届出基準は、インフルエンザ定点と
異なり、入院患者一に一限定されることに留意すること。

③～④（略）
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だ症た感ぺの目は感第状し指目染二月の検染二況’定の症シ曜場案症項及

あ前症 及 出 上 定 症 該 係 院 掲 定 療
畠’山、 次 区属又リ目合しののび

つ条の
ﾄ第有
ﾍ一無
ｴ項を
�ﾌ判
ﾆ表断
ﾈのす
ﾂ五る
ｽのた
a項め
ｴのに
ﾌ上必
ﾌ欄要
ｼにな
ﾌ掲検
yげ査
ﾑるの

び
人
工
呼
吸
器
の
使
用
の
有
鉦
’
、
、
、
並
び
に
脳
波

機
関
が
届
け
出
る
場
ム
ロ
に
あ
っ
て
は
診
断
し

欄
に
掲
げ
る
五
類
感
染
症
に
係
る
も
の
に
つ

す
る
厚
生
労
働
省
A
η
で
定
め
る
事
項
は
、
並
月
u

の
畠
’
」
、
者
の
症
状
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場

疑
似
症
が
二
類
感
染
症
、
三
類
感
染
症
、
四

る
疑
似
症
指
定
区
分
の
疑
似
症
の
由
’
c
」
』
、
者
に
係

を
要
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
A
口
‘

げ
る
五
類
感
染
症
の
畠
’
」
』
、
者
に
係
る
も
の
に
あ

す
る
も
の
に
限
る
◎
）
に
係
る
ユ
月
l
l
条
牌
弔
一
項

科
名
中
に
内
科
及
び
外
科
を
含
む
も
の
の
ト
つ

者
を
三
百
人
以
上
収
容
す
る
施
」
…
几
1
醜
を
有
す
る

に
掲
げ
る

　分すはン＿にた患届動
@のる薬耐前あ目者出向　疑月剤性条っの又はの

@似の耐肺第て属は　’把場症翌性炎一はすこ当握合の月緑球項　’るれ該）

ﾍ患の膿菌の当週ら指’者初菌感表該のに定当に日感染の診翌よ届該っ）染症四断過り出

ﾍいに症　’のし一死機出て　’にメ項　’診亡関をは当係シの又断しにす直該るチ上はした係るち指もリ欄検　’者るこに定のンに案又に五と行届に耐渇しはっ類

正
案

2 第

検つ条 と
、

の う出あ性げた検い感七＿
査て第法 が 三

ヒマ も機つ黄る日案て染条感
のは一第 明 類 似 の関て色五のしは症　　染
方

、

項十 ら 感 症 とにはブ類属た診指法症
法原 の四 か 染 の す係　’ド感ず目断定第の
と因 表条 な 症 患 るる診ウ染るがし区十発
すとの第 場

、

者 o疑断球症週日　’分四生 現

るな五二 合四 に た似し菌　’）曜又の条の
oつの項 は類 係 だ症た感ぺの目は感第状
た項に ’感 る し指目染二月の検染二況
病の規 当染 も ’定の症シ曜場案症項及
原上定 該症 の 当 区属又リ目合しののび
体欄す 届又 に 該 分すはン＿にた患届動
のにる 出は あ 指 のる薬耐前あ目者出向
名掲厚 を五 つ 定 疑月剤性条っの又はの
称げ生‘ す類 て 届 似の耐肺第て属は　’把
及る労 る感 は 出 症翌性炎一はすこ当握
び五働 こ染

￥

機 の月緑球項　’るれ該）
そ類省 と症 当 関 患の膿菌の当週ら指
の感令 をの 該 に 者初菌感表該のに定
識染で 要患 疑 係 に目感染の診翌よ届 行

別症定 し者 似 る っ） �ﾇ四断週り出
のにめ なの 症 疑 いに症　’のし＿死機
た係る い症 が 似 て　’にメ項　’診亡関

める事
● 。状 二 症 は当係シの又断しに

にも項 で 類 指 直該るチ上はした係
行のは あ 感 定 ち指もリ欄検　’者る
つに

、 る 染 区 に定のンに案又に五．
たあ前 こ 症 分 行届に耐掲しはっ類

1

イ



　
そ
の
識
別
の
た
め
に
行
っ
た
検
査
の
方
法
と
す
る
。

3
　
　
（
略
）

3
　
　
（
略
）
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〔
最
高
裁
規
則
〕

○
大
法
廷
首
席
書
記
官
等
に
関
す
る
規
則
の

　
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
最
高
裁
二
V

〔
省

令
〕

○
地
方
税
法
施
行
規
則
及
び
地
方
法
人
特
別

　
税
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
法
施
行
規
則
の

　
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
総
務
一
〇
八
）

O
財
務
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

　
令
（
財
務
五
二
）

O
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

　
る
省
令
（
文
部
科
学
二
八
）

O
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
聞
す
る
法
律

　
施
行
規
則
の
」
部
を
改
正
す
る
省
令

　
（
厚
生
労
働
九
五
）

○
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

　
る
省
令
（
同
九
六
）

○
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対

　
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一

　
部
を
改
正
す
る
省
令
（
同
九
七
）

〔
告

示
〕

○
公
証
人
法
第
七
条
ノ
ニ
第
一
項
の
規
定
に

　
よ
る
指
定
の
件
（
法
務
三
七
三
）

○

　
・
O
閑
税
暫
定
措
置
法
別
表
第
一
の
六
に
掲
げ

　
　
る
物
品
の
平
成
二
十
三
年
度
の
初
日
か
ら

　
　
平
成
二
十
三
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
輸
入

　
　
数
量
を
告
示
す
る
件
（
財
務
二
五
二
）

　
O
平
成
二
十
三
年
度
の
初
日
か
ら
平
成
二
十

　
　
三
年
六
丹
三
十
月
ま
で
の
生
鮮
等
牛
肉
及

　
　
び
冷
凍
牛
肉
の
各
輸
入
数
量
を
告
示
す
る

　
　
件
（
同
二
五
三
）

　
、
O
平
成
二
十
三
年
度
の
初
日
か
ら
平
成
二
十

　
　
三
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
豚
肉
等
並
び
に

　
　
生
き
て
い
る
豚
及
び
豚
肉
等
の
各
輸
入
数

　
　
量
を
告
示
す
る
件
（
同
二
五
四
）

　
O
関
税
暫
定
措
置
法
別
表
第
一
φ
六
第
八
項

　
　
に
係
る
物
品
に
つ
い
て
の
平
成
二
十
三
年

　
　
度
に
ぢ
け
る
輸
入
数
量
に
基
づ
く
特
別
緊

　
　
急
関
税
の
発
動
日
を
告
示
す
る
件

　
　
　
（
同
二
五
五
）

　
○
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
公
示
す
る

　
　
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

　
　
　
（
国
税
庁
二
一
、
二
二
）

　
O
平
成
二
十
二
年
度
の
標
準
報
酬
月
額
修
正

　
　
・
率
を
定
め
る
件
（
厚
生
労
働
二
六
一
）

　
O
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
五

　
　
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
変

　
　
更
す
る
自
動
変
更
対
象
額
を
定
め
る
件

　
　
　
（
同
二
六
二
）

　
○
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
八

　
　
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
豪

　
　
更
す
る
控
除
額
を
定
め
る
件
（
同
二
六
三
〉
．

　
O
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

　
　
　
（
農
林
水
産
一
四
三
三
～
一
四
四
〇
）

　
○
農
業
改
良
資
金
融
通
法
第
九
条
第
四
項
の

　
　
規
定
に
基
づ
き
、
農
林
水
産
大
臣
が
定
め

　
　
る
利
率
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る

三
■
件
（
同
一
四
四
一
）

一一二三

［
＞

○

　
○
農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適

　
　
正
化
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、

　
　
登
録
外
国
認
定
機
関
の
登
録
を
更
新
し
た

　
　
件
（
同
一
四
四
二
〉

　
○
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
二
条
第
四
項
第

　
　
一
号
の
事
業
者
を
指
定
す
る
件

　
　
　
（
経
済
産
業
一
七
二
）

　
○
計
量
法
第
百
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

　
　
第
六
十
六
条
の
規
定
に
よ
っ
て
指
定
製
造

　
　
事
業
者
の
指
定
の
効
力
を
失
っ
た
件

　
　
　
（
同
一
七
一
一
．
一
）

　
○
工
業
標
準
化
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
基

　
　
づ
き
認
証
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在

　
　
地
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
件

　
　
　
（
同
一
七
四
）

　
O
信
号
符
字
を
点
附
し
た
件

　
　
　
（
国
土
交
通
八
○
○
）

　
O
信
号
符
字
を
取
り
消
し
た
件
（
同
八
〇
一
）

　
○
船
舶
国
籍
証
書
を
無
効
と
し
た
件

　
　
　
（
同
八
〇
二
）

・
’
O
登
録
建
築
物
調
査
機
関
の
事
業
所
の
所
在

　
　
地
を
変
更
し
た
件
（
同
八
〇
三
）

‘
O
気
象
庁
予
報
警
報
規
程
の
一
部
を
改
正
す

　
　
る
件
（
気
象
庁
九
）

　
○
気
象
庁
予
報
警
報
規
程
の
特
例
を
定
め
る

　
　
件
（
同
一
〇
）

　
○
航
路
標
識
に
関
す
る
件

　
　
　
（
海
上
保
安
庁
一
六
」
～
一
．
六
四
）

三四五
■去1、，

〔
国
会
事
項
〕

〔
人
事
異
動
〕

内
閣
　
国
家
公
安
委
員
会

検
査
院
　
最
高
裁
判
所

警
察
庁
　
会
計

ぬ1、

〔
叙
位
・
叙
勲
〕

〔
皇
室
事
項
〕

〔
官
庁
報
告
〕

、

　
　
　
　
　
産
　
　
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
田
本
工
業
規
格

七
　
（
厚
生
労
働
省
、
厚
生
労
働
省
．
経
済
産
業

　
省
）

　
　
　
　
　
国
家
試
験

　
第
五
十
三
回
原
子
炉
主
任
技
術
者
試
験
筆
記

　
試
験
合
格
者
（
文
部
科
学
省
．
経
済
産
業
省
）

　
第
四
十
三
回
核
燃
料
取
扱
主
任
者
試
験
合
格

．
者
（
経
済
産
業
省
）

八九九

〔
公

告
）

諸
事
項

九δ一〇二三

官
庁
　
適
格
機
関
投
資
家
に
関
す
る
公
告
、
財
団
、

　
経
済
上
の
連
携
の
強
化
に
関
す
る
日
本
国

　
と
メ
キ
シ
コ
合
衆
国
と
の
間
の
協
定
附
属

　
書
一
の
日
本
国
の
表
に
お
い
て
関
税
の
譲

　
許
が
一
定
の
額
を
限
度
の
基
準
と
し
て
定

　
め
ら
れ
て
い
る
物
品
の
輸
入
額
、
金
融
商

　
品
取
引
業
者
営
業
保
証
金
取
戻
し
、
前
払

　
式
支
払
手
段
発
行
者
の
発
行
保
証
金
に
係

　
る
仮
配
当
表
、
前
払
式
支
払
手
段
発
行
者

　
の
発
行
保
証
金
に
係
る
権
利
の
実
行
に
関

　
す
る
意
見
聴
取
会
、
無
縁
墳
墓
等
改
葬
、

　
入
札
公
告
の
取
消
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
次
の
ぺ
L
ジ
へ
続
く
）
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．
財
務
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

　
財
務
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
財
務
省
令
第
一
号
）

．
の
・
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
別
表
第
三
境
の
項
中
「
雲
南
市
　
八
束
郡
」
を
「
雲
南

市
」
に
改
め
る
。

　
別
表
第
九
松
江
の
項
中
「
八
束
郡
」
を
削
る
。

　
　
　
附
．
則

　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
・

る
。O
文
部
科
学
省
令
第
二
十
八
号

　
享
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第

百
九
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
学
校
教
育
法
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
部
科
学
大
臣
　
高
木
　
義
明

　
　
　
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

　
学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第

十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
－

　
第
百
六
十
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
六
十
七
条
　
学
校
教
育
法
第
百
九
条
第
三
項
た
だ
し

　
書
に
規
定
す
る
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
措
置
は
、
専

　
門
職
大
学
院
を
置
く
大
学
が
、
．
外
国
に
主
た
る
事
務
所

　
を
有
す
る
法
人
そ
の
他
の
団
体
で
あ
っ
て
、
当
該
専
門

　
職
大
学
院
の
課
程
に
係
る
分
野
に
つ
い
て
評
価
を
行
う

　
も
の
の
う
ち
、
適
正
な
評
価
を
行
う
と
国
際
的
に
認
め

　
ら
れ
た
も
の
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
が
指
定
し
た
団
体

　
か
ら
、
当
該
専
門
職
大
学
院
の
教
育
課
程
、
教
員
組
織

　
そ
の
他
教
育
研
究
活
動
の
状
況
に
つ
い
て
定
期
的
に
評

　
価
を
受
け
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
文
部

　
科
学
大
臣
に
報
告
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　
　
こ
の
省
令
は
、
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

逐
．O
厚
生
労
働
省
令
第
九
十
五
号

　
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
“

和
三
十
五
年
政
令
第
二
百
九
十
二
号
）
第
四
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
ぎ
、
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法

律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
．
平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
九
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
．
細
川
　
律
夫

　
　
　
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
・

　
　
　
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

　
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

　
（
昭
和
五
十
一
年
労
働
省
令
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
第
四
条
の
十
四
中
「
、
財
産
区
並
び
に
地
方
開
発
事
業

．
団
の
う
ち
都
道
府
県
又
は
都
道
府
県
及
び
市
町
村
が
設
け

る
地
方
開
発
事
業
団
以
外
の
地
方
稠
発
事
業
団
」
を
「
及

び
財
産
区
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
．
則

　
　
（
施
行
期
日
）

1
　
こ
の
省
令
は
、
．
平
成
二
十
三
年
八
月
一
日
か
ら
施
行

　
す
る
。

　
　
（
経
過
措
置
）

．
2
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
設
け
ら
れ
て
い
る
地
方

　
開
発
事
業
団
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

○
厚
生
労
働
省
令
第
九
十
六
号

　
雇
用
対
策
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）

第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
雇
用
対
策
法
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
細
川
　
律
夫

　
　
　
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

　
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
労
働
省
令
第

二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
第
一
条
の
四
第
三
項
中
「
四
千
二
百
十
円
」
を
「
四
千

六
百
四
十
円
」
に
、
コ
方
二
千
二
百
二
十
円
」
を
二
万

千
七
百
四
十
円
」
に
改
め
．
同
条
第
五
項
中
「
平
成
十
三

年
四
月
．
一
日
」
を
「
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
」
に
改
め
、

向
条
第
七
項
中
「
千
三
百
六
十
九
円
㌧
を
「
千
二
百
九
十

五
円
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
平
成
十
六
年
四
月
一

日
」
を
．
．
「
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　
　
（
施
行
期
日
）

・
第
・
｝
条
‘
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
八
月
一
日
か
ら

　
施
行
す
る
。

　
　
（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
の
旧
に
係
る
就
職
促

　
進
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

O
厚
生
労
働
省
令
第
九
十
七
号

　
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
・

関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
十
四
条

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症

の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
細
川
　
律
夫

　
　
　
　
　
　
帆

　
　
　
感
染
症
の
予
防
及
び
憾
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医

　
　
　
療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　
　
省
令

　
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
年
厚
生
省
令
第
九
十
九

号
）
，
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
第
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
当
該
指
定
届
出
機
関
に

係
る
疑
似
症
指
定
区
分
の
疑
似
症
の
患
者
に
係
る
も
の
に

あ
っ
て
は
、
当
該
疑
似
症
が
二
類
感
染
症
、
三
類
感
染
症
へ

四
類
感
染
症
又
は
五
類
感
染
症
の
患
者
の
症
状
で
あ
る
こ

ど
が
明
ら
か
な
」
を
『
次
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、
伺
項
に

次
の
二
号
を
加
え
る
。

　
一
　
当
該
指
定
届
出
機
関
（
患
者
を
三
百
人
以
上
収
容

　
　
す
惹
施
設
を
有
す
る
病
院
で
あ
っ
て
、
そ
の
診
療
科

　
　
名
中
に
内
科
及
び
外
科
を
含
む
も
の
の
う
ち
、
都
道

　
　
府
県
知
事
が
指
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
前
条

　
　
第
一
項
の
表
の
二
の
項
の
上
欄
に
掲
げ
る
五
類
感
染

　
　
症
の
患
者
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
患
者
が

　
　
入
院
を
要
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

　
二
　
当
該
指
定
届
出
機
関
に
係
る
疑
似
症
指
定
区
分
の

　
　
疑
似
症
の
患
者
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
疑

　
　
似
症
が
ご
類
感
染
症
、
三
類
感
染
症
、
四
類
感
染
症

　
　
又
は
五
類
感
染
症
の
患
者
の
症
状
で
あ
る
ζ
と
が
明
．

　
　
ら
か
な
場
合

　
第
七
条
第
二
項
中
「
事
項
は
」
の
下
に
「
、
前
条
第
一
．

項
の
表
の
二
の
項
の
上
欄
に
掲
げ
る
五
類
感
染
症
に
係
る

も
の
に
つ
い
て
前
項
第
一
号
の
指
定
届
出
機
関
が
届
け
出

ξ
場
合
に
あ
っ
て
は
診
断
し
た
患
者
に
係
る
集
中
治
療
室

及
び
人
工
呼
吸
器
の
使
用
の
有
無
並
び
に
脳
波
検
査
そ
の

．
他
急
性
脳
症
の
発
症
の
有
無
を
判
断
す
る
た
め
に
必
要
な

険
査
の
実
施
に
関
す
る
事
項
と
し
」
を
加
え
、
「
、
原
因
」

を
「
原
因
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　
　
（
施
行
期
日
）

第
一
条
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
九
月
五
旧
か
ら

　
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
三
条
の
規
定
は
、
公
布

　
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
■

　
い
う
。
）
前
に
診
断
し
た
患
者
に
係
る
感
染
症
の
予
防
及

　
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平

　
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
十
四
条
第
二
項
の
届
出

　
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条
　
都
道
府
県
知
事
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、

　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染

　
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

　
　
（
平
成
十
年
厚
生
省
令
第
九
十
九
号
）
第
七
条
第
一
項

　
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

1
川
I
I

告

示
1
川
l
l

、
○
法
務
省
告
示
第
三
百
七
十
三
号

　
公
証
人
法
（
明
治
四
十
一
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
七

条
ノ
ニ
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
公
証
人
に

．
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
事
務
を
行
わ
せ
る
。

　
こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
三
年
八
月
一
日
か
ら
効
力
を

生
ず
る
。

　
平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
務
大
臣
　
江
田
　
五
月

　
　
東
京
法
務
局
所
属
　
　
　
　
　
　
平
林
慶
一

　
　
千
葉
地
方
法
務
局
所
属
　
　
　
　
　
　
小
口
　
哲
男

　
　
広
島
法
務
局
所
属
　
　
　
　
　
　
　
　
由
良
　
卓
郎

O
財
務
省
告
示
第
二
百
五
十
二
号

　
関
税
暫
定
措
置
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
六
号
）

第
七
条
の
三
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法
別
表
第
一

の
六
に
掲
げ
る
物
品
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
三
年
度
の
初

日
か
ら
平
成
二
十
三
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
輸
入
数
量
を

・
同
表
の
各
項
ご
と
に
合
計
レ
た
輸
入
数
量
を
次
の
よ
う
に

告
示
す
る
。

　
平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
財
務
大
臣
　
野
田
　
佳
彦

　
関
税
暫
定
措
置
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
六
号
）

別
表
第
一
の
六
に
掲
げ
る
物
品
の
平
成
二
十
三
年
度
の
初

日
か
ら
平
成
二
十
三
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
輸
入
数
量
を

，
同
表
の
各
項
ご
と
に
合
計
し
た
輸
入
数
量
は
、
次
の
表
の

上
欄
に
掲
げ
る
同
法
別
表
第
・
一
の
六
の
項
の
区
分
に
応
．

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
ザ
る
数
量
と
す
る
。

関
税
暫
定
措
置
法
別
表
第
一
の
六
の
項
名

輸
　
人
数
量

一

○
ト
ン

二

○
ト
ン

三

一
・
一
ト
ン

四

六
、
一
一
七
ト
ン

五

九
八
ト
ン

六

ミ
ト
ン

七

二
〇
・
一
ト
ン

八

一
八
・
七
ト
ン
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健感発0729第2号
平成23年7月29日

社団法人　日本医師会

　感染症危機管理対策室長　殿

厚生労働省健康局

　　結核感染症課

劇捕1購
　蘭蘭譜
面駆牒癒
…麗幽墾

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律第12条第1項

及び第14条第2項に基づく届出の基準等の一部改正について

　標記について、今般、別添（写）のとおり、各都道府県、政令市及び特別区衛生主

管部（局）長あて通知したところであります。

　つきましては、都道府県医師会及び貴会会員への周知について、特段のご配慮方よ

ろしくお願いいたします。



’

健感発0729第2号
平成23年7月29目

各

都道府県

政令市

特別区

衛生主管部（局）長　殿

　　　　　　　　　　　　　　　障壁繭樹蔭

　　　　　　　　　　　　　　　趨蘭薗鼠害
厚生労働省健康局結核感染症課　麟駆牒癒

　　　　　　　　　　　　　　圭誕幽塁

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律第12条第1項

及び第14条第2項に基づく届出の基準等の一部改正について

　感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律施行規則の一部を改正する省

令（平成23年7月29目厚生労働省令第97号）が平成23年7月29目公布されたと

ころである。

　これらの改正等を踏まえ、r感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律

第12条第1項及び第14条第2願に基づく届出の基準等について」（平成18年3月8

日健感発第0308001号）について、別添新旧対照表のとおり改正することとした

ので、ご了知の上、関係機関に周知願いたい。なお、本改正については、平成23年9

月5目から施行する。



医師及び指定届出機関の管理者が都道府県知事に届け出る基準　新旧対照表
新

別紙

医師及び指定届出機関の管理者が都道府県知事に届け出る基準

第1～5（略）

第6　五類感染症

1～27　　（田各）

28インフルエンザ（鳥インフルエンザ及び新型インフルエンザ等感染症を除く。）

（1）定義（略）

（2）臨床的特徴

　　上気道炎症状に加えて、突然の高熱、全身倦怠感、頭痛、筋肉痛を伴うことを

　　特徴とする。流行期（我が国では、例年11月～4月）にこれらの症状のあっ
　　たものはインフルエンザと考えられるが、非流行期での臨床診断は困難である。

　　合併症として、脳症、肺炎を起こすことがある。

（3ン届出基準（インフルエンザ定点における場合）

　ア　患者（確定例）

　　　指定届出機関（インフル匡ンザ定点）の管理者は、当該指定届出機関の医師

　　が、（2）の臨床的特徴を有する者を診察した結果、症状や所見からインフル
　　エンザが疑われ、かつ、Ωのすべてを満たすか、Ωのすべてを満たさなくても

　　②を満たすことにより、インフルエンザ患者と診断した場合には、法第14条

　　第2項の規定による届出を週単位で、翌週の月曜日に届け出なければならな

　　い。

　　イ　感染症死亡者の死体
　　　指定届出機関の管理者は、当該指定届出機関の医師が、（2）の臨床的特徴を
　　有する死体を検案した結果、症状や所見から、インフルエンザが疑われ、かつ、

　　Ωのすべてを満たすか、Ωのすべてを満たさなくても②を満たすことにより、

　　インフルエンザにより死亡したと判断した場合には、法第14条第2項の規定
　　による届出を週単位で、翌週の月曜日に届け出なければならない。

旧

別紙

医師及び指定届出機関の管理者が都道府県知事に届け出る基準

第1～5（略）

第6　五類感染症

1～27　　　（田各）

28インフルエンザ（鳥インフルエンザ及び新型インフルエンザ等感染症を除く。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
（1）定義（略）

（2）臨床的特徴

　　上気道炎症状に加えて、突然の高熱、全身倦怠感、頭痛、筋肉痛を伴うことを

　　特徴とする。流行期（我が国では、例年11月～4月）にこれらの症状のあっ
　　たものはインフルエンザと考えられるが、非流行期での臨床診断は困難である。

　　合併症として、脳症、肺炎を起こすことがある。

（3）届出基準

　ア　患者（確定例）
　　　指定届出機関の管理者は、当該指定届出機関の医師が、（2）の臨床的特徴．

　　を有する者を診察した結果、症状や所見からインフルエンザが疑われ、かつ、

　　　（4）のすべてを満たすか、（4）のすべてを満たさなくても（5）を満たす

　　ことにより、インフルエンザ患者と診断した場合には、法第14条第2項の規
　　定による届出を週単位で、翌週の月曜日に届け出なければならない。

イ　感染症死亡者の死体

　指定届出機関の管理者は、当該指定届出機関の医師が、（2）の臨床的特徴を

有する死体を検案した結果、症状や所見から、インフルエンザが疑われ、かっ、

　（4）のすべてを満たすか、（4）のすべてを満たさなくても（5）を満たす

ことにより、インフルエンザにより死亡したと判断した場合には、法第14条

第2項の規定による届出を週単位で、翌週の月曜日に届け出なければならな
い。

一1一



①届出のために必要な臨床症状（4つすべてを満たすもの）

ア　突然の発症

イ　高熱

ウ　上気道炎症状

工　全身倦怠感等の全身症状

②届出のために必要な検査所見

検査方法 検査材料

迅速診断キットによる病原体の抗原の検出 鼻腔吸引液、鼻腔拭い

t、咽頭拭い液

（4）届出基準（基幹定点における場合）天

ア　入院患者
指定届出機関（基幹定点）の管理者は、当該指定届出機関の医師が、（2）

の臨床的特徴を有する者を診察した結果、症状や所見からインフルエンザが疑

われ、かつ、（3）①のすべてを満たすか、（3）①のすべてを満たさなくても

（3）②を満たすことにより、インフルエンザ患者と診断した患者のうち、入

魂をしたものについて、法第14条マ2項の規定による届出を週単位で、翌週

の月曜日に届け出なければならない。

29～43　（田各）

第7　（略）

別記様式1～5　（略）

別記様式7－1～7－2（略）

（4）届出のために必要な臨床症状（4つすべてを満たすもの）

ア　突然の発症

イ　高熱

ウ　上気道炎症状

工　全身倦怠感等の全身症状

（5）届出のために必要な検査所見

検査方法 検査材料

迅速診断キットによる病原体の抗原の検出 鼻腔吸引液、鼻腔拭い

t、咽頭拭い液

29～43　（田各）

第7　（略）

別記様式1～5（略）

別記様式7－1～7－2　（略）

一2一



別記様式7－3～7－7　（略）

戸

別記様式7－2（2）

男1慮己お瞠…亡7－2（2〕

團感染症発生動向調査（基幹定点）

（インフルエンザによる入院患者の報告）

告であげてくだぎい晶くいない場合でも．Oンフ’レエンサ『：

膿入院時の対応

D骸骨 性別
燃（0歳は月齢）

：CU入：童
人口呼吸器

ﾌ利用
順引℃丁検査

i予定含む）
噸部MR検査
i予定含む）

膨●皮検査

i予定含む）

いずれにも

Y当せず
購

男・女

男・女

冊・女

男・女

男・女

男・女

男・女

勇・女

男・女

男・女

勇・女

男・女

男・女

勇・女

男・女

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5

く記載上の町意〉

　Oインフルこンザに罹患L入院した患者（院内感染を含むうを鰍告してください

　O禰の患者対応については：．該当する項目毒断全て1談》を記入してください

別記様式7－3～7－7（略）
　　　　　　　　　ゆ
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